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私は、自身の子供を含め、未来を担う子

供達が大きくなった時に、 「親父達はちゃ

んと責任を果たした。次は俺達・私達の

番だ。」 と思ってほしい、そうした想いで

政治に取り組んでいます。 

政治とは、生活全般に関わる取組みです。

そして、どうしても「いま」に優しい取

岩田いくまプロフィール
昭和46年（1971年）生。都立西高、東京大学卒。外資系コンサルティング会社勤務を経て、
平成15年5月より杉並区議会議員。令和元年５月より５期目。
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バレーボール（大学時代は母校で部活動のコーチを行う）、読書。
妻、長男 (20歳 )、長女(17歳 )、次男 (15歳 )。
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組みを行いがちです。 このこと自体は生活を、そして世の中を良くする取組

みですが、その結果、未来の世代に負担を残すようなことがあっては決して

なりません。  次世代への責任、未来への責任をしっかりと担うことこそが、

親世代である私達の責任であると考えます。 そのためには、時に「今に厳し

い」判断を迫られることもあります。

しかし、選挙恐さから“今”に媚びることなく、信念をもって“未来への責任”

を果たしていきたいと思います。

「親父達はいい世の中をつくってくれた」
未来を担う子供達に、そう思って欲しい
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岩田いくまの新たな提案
教育こそ政治の根本01
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地域による学校支援のさらなる拡充
「学びに向かう力」を育てる教育の推進
家庭での育児を含めた多様な子育て支援

次世代に負担を先送りしない
財政収支の黒字化堅持
民間活力の積極活用
新たな情報技術の有効活用
区立施設の長寿命化

安全・安心・生きがいまちづくり
世代を超えた“つながり”が生まれる居場所づくり（学校等区立施設の有効活用）

長寿時代の生活支援
●多職種連携による、医療・介護・予防・生活支援の一体的な提供
●家族介護の支援充実

インフラ（道路・橋梁等）の適切な維持管理と、地震・豪雨対策の推進

これまでの議会での活動
是々非々での議決

区議会は区長の追認機関ではありません。区長や行政に対して「適切な歯
止め役」になることが求められます。
岩田いくまは、次世代に負担を残しかねない予算や区自らが定めた目標の
達成状況が不十分な決算には反対するとともに、

政策提言
議員には、地に足のついた日常の地域活動での気付きや、専門性を活かし、
区政に提言することも求められます。 岩田いくまは、

（地域活動や区民の皆様からのご相談をもとに）学校施設の有効活用
や世代を超えたつながりを生む居場所づくり、コロナ対策

（専門性を活かして）区役所の生産性及び区民サービス向上策として、
新たな情報技術の行政への導入

（情報技術の発展を踏まえた）議員定数削減条例の提案（賛成少数に
より否決）

これまでの地域での活動／広報活動
教育現場や地域への参加等「地に足のついた活動」を通して、
身近なところからより良い杉並区の実現を目指しています。

選定過程の公正性に疑義がある指定管理者の指定

バラマキ的要素が強く、本当に支援が必要な人に支援が届くようなきめ
細やかさに欠けた補正予算

小学校でのゲストティーチャー
運動会に向けた「よさこいソーラン節（踊
り）」の指導

６年生向け社会科及びキャリア教育授業

子供達への教育活動／居場所づくり
小学校放課後子ども教室の新規立ち上げ及び運営。あわせて、実施プ
ログラムとしてバレーボール・プログラミング・バルーンアート・モルッ
ク教室の開催・指導

小学校・学校に泊まろう会／小学校での読み聞かせ

小中合同宿泊震災訓練

知的障害児・者へのスポーツ指導
スペシャルオリンピックス･バレーボール主任コーチ

防災・防犯等
町会防災部長／震災救援所運営連絡会副会長 保護司

皆様への広報活動
議会開催毎に区政報告書発行

ホームページで毎日情報発信

「区政に関する意見交換会」を開催（全８２回）

メールマガジンを毎月発行

地域イベント等
地域のお祭りに幼稚園チーム・パパＯＢと出店

日本障がい者ダーツ選手権、シニア交流ダーツ大会等にスタッフ参加

等に反対しました。

等を提言しました。


